
それって本当に金属アレルギー？
本気で取り組む医科歯科連携 ｰ皮膚科編ｰ

CON-SENT

The seminar presented by CON-SENT

2019年2月10日（日） 13:30 ~ 16:30
受講料：5,400 円（税込み）　定員：50名
会　場：ハートピア京都　第 5会議室
京都市中京区竹屋町通烏丸東入る清水町 375 番地

お申込み：https://con-sent.wixsite.com/kyoto1N.Oshimura
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講師：押村　憲昭
愛知県名古屋市開業、日本顎咬合学会認定医
日本歯内療法学会会員、日本接触皮膚炎学会会員
2010年　愛知学院大学歯学部卒業　
2011年　静岡県敬天堂歯科にて勤務
2014年　おしむら歯科にて勤務
2017年　大阪大学歯学部歯学研究科
　　　　　社会人大学院入学

■定　員 50名

京都府立総合社会福祉会館
ハートピア京都　第５会議室
〒604-0874
京都市中京区竹屋町通烏丸東入る清水町 375番地
● 京都市営地下鉄烏丸線「丸太町」駅下車 5番出口

■会　場

■受講料 （税込）5,400円
講　演13: 30～16: 30（受付13:00 開始）

■開催日
■時　間

2019年 2月10日（日）

※お申込み後、振込先をメールでお送りいたします。

■主　催 CON-SENT
発起人：西田 幸弘（歯科医師）
　　　　杉元 信代（歯科衛生士）

CON-SENTについて・・・
実は「コンセント」って和製英語なのをご存じでしたか？
この度「千年の都」京都で、“色んな人と人を繋げよう”、
“歯科の未来を次世代に繋げよう”、そんな思いで「CON-SENT」
を始めました。今後とも、どうかよろしくお願い申し上げます。」CON-SENT

CON-SENTのホームページより
お申し込みください。
https://con-sent.wixsite.com/kyoto1

■お申込み

近年マスメディアやインターネットなどで、
歯科用金属などによるアレルギーが幾度となく報道
され、私どもの歯科医院にもアレルギーを心配して
受診される方々が増えている。
しかしながらこれらの患者の中には、パッチテスト
を施行しても陽性反応を示さない方がおられる。一
方、テストでの陽性反応に伴い、口腔内の修復装置
を陰性であるものに置換しても、症状が改善しない
症例もまた、私たちは数多く経験している。
こういった改善しない症例においては、歯科用金
属以外にも幾つかの原因が考えられるが、その中の
一つとして近年注目されてきているのが、歯性病巣
感染である。
にわかには信じられないかもしれないが、慢性の歯
内疾患や歯周疾患を始めとする口腔内の感染症が原
因で、遠隔臓器である皮膚などに症状が発現するこ
とがあるのである。
とはいうものの、現時点では「私、金属アレルギー
なんです」と、皮膚疾患などを有する方が歯科医院
を受診されても、公的なガイドラインがいまだ存在
せず、個々の知識と経験に頼らざるを得ないのが実
情である。
「この症例は本当に金属アレルギーなのか？」
と常に取り組みながらも、数多くの患者たちとの良
好な信頼関係を築きあげてきた、おしむら歯科の 20
年以上にわたる臨床から見えてきた、歯性病巣感染
治療の流れを供覧させていただきたいと思う。


